
生
徒
会
長
と
な
っ
た

牧
さ
ん
は
、
前
期
に
続

き
活
動
を
行
い
つ
つ
、

学
年
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
気
軽
に
発
言
で

き
る
よ
う
な
生
徒
会
に

し
て
い
き
た
い
と
話
し

た
。

後
期
は
、
表
立
っ

て
活
動
す
る
の
で
は
な

く
、
校
則
の
改
善
や
、

新
た
な
取
り
組
み
を
始

め
、
裏
方
の
仕
事
を
し

て
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と

だ
。
副
会
長
で
あ
る
関

屋
さ
ん
は
、
泉
ヶ
丘
の

生
徒
全
員
が
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
生
徒

の
意
見
を
実
現
し
た
い

と
話
し
た
。
ま
た
、
生

徒
一
人
一
人
が

自
分
の
希
望
す

る
大
学
や
夢
を

実
現
で
き
よ
う

な
泉
ヶ
丘
に
し

て
い
き
た
い
よ

う
だ
。
同
じ
く

副
会
長
で
あ
る

大
山
さ
ん
は
先

輩
方
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
つ
つ
、

意
見
を
出
し
合
っ

て
い
き
た
い
と

話
し
た
。
ま
た
、

中
学
生
の
頃
に

行
っ
て
い
た
「
服
の
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ

う
に
中
学
生
や
他
学
年

と
の
関
わ
り
を
持
つ
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
る
そ
う

だ
。牧

さ
ん
は
「
前
期
の

選
挙
か
ら
多
く
の
方
か

ら
声
を
か
け
て
も
ら
い
、

そ
れ
が
と
て
も
嬉
し
く

感
じ
ま
し
た
。
生
徒
の

声
が
活
動
の
励
み
と
な
っ

て
い
る
た
め
感
謝
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
意

見
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
意
見
を

出
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
語
っ
た
。

（
筒
井
）
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1
5
2
期
生
徒
会
が
10
月
27
日
に
行
わ
れ
た
任
命
式

に
よ
り
新
た
に
発
足
し
た
。
生
徒
会
長
に
は
２
年
６
組

の
牧
誠
一
郎
さ
ん
、
副
生
徒
会
長
に
は
２
年
５
組
の
関

屋
怜
さ
ん
と
１
年
６
組
の
大
山
祥
さ
ん
が
就
任
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

●
囲
碁
部

囲
碁
部
門

女
子
団
体

優
勝

男
子
個
人

優
勝

2
年

山
下
茂
太
郎

女
子
個
人

優
勝

1
年

萩
原
も
な

●
文
芸
部

文
芸
部
門

散
文
部
門

最
優
秀
賞

3
年

安
楽
愛
海

文
芸
部
誌
部
門

優
秀
賞

●
放
送
部

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

優
勝

2
年

佐
藤
実
菜
子

朗
読
部
門

３
位

2
年

杉
山
心
乃
海

４
位

2
年

中
島
伊
紗
那

竹
下
小
雪

●
新
聞
部

新
聞
部
門

優
秀
賞

●
音
楽
部

合
唱
部
門

審
査
員
特
別
賞

●
書
道
部

書
道
部
門

優
秀
賞

2
年

木
田
成
美

佐
藤
実
菜
子

奨
励
賞

2
年

坂
口
絢
音

1
年

山
科
諒
介

●
吹
奏
楽
部

一
般
演
奏

優
秀
賞

地
区
合
同
演
奏

優
秀
賞

●
将
棋
部

将
棋
部
門

男
子
個
人

3
位

2
年

西
川

慶
胡

ベ
ス
ト
８

1
年

堀
之
内
遼

男
子
団
体

3
位

2
年

西
川
慶
胡

飯
ヶ
谷
海
斗

甲
斐
斎
納
留

女
子
個
人

2
位

1
年

弓
削

百
加

●
百
人
一
首
部

百
人
一
首
部
門

3
位

1
年

築
地
優
果

田
中
美
来

10
月
12
日
にM

J

ホ
ー
ル

で
鑑
賞
教
室
が
行
わ
れ
た
。

落
語
は
、
一
人
で
何
人
も

の
役
を
演
じ
分
け
る

の
が
特
徴
的
だ
。

柳
貴
家
雪
之

介
さ
ん
は
傘
の

上
で
銀
の
輪
や

升
を
転
が
し
た

り
、
出
刃
包
丁

を
使
っ
た
皿
回

し
な
ど
の
手
に

汗
握
る
演
技
を

披
露
し
た
。

普
段
は
め
っ

た
に
体
験
で
き
な
い
貴
重

な
機
会
だ
っ
た
。
初
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
生
徒
た
ち

は
笑
い
声
で
溢
れ
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

(

大
重
・
中
村)

秋
に
な
る
と
オ
レ
ン
ジ
色

の
小
さ
な
花
を
つ
け
、
魅
惑

的
な
香
り
を
放
つ
金
木
犀
。

日
本
で
は
、
庭
木
や
公
園
樹
、

記
念
樹
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
。
我
ら
が
泉
ヶ
丘
高
校

の
敷
地
内
に
も
い
く
つ
か
の

金
木
犀
の
木
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
風
に
吹
か
れ
安
ら
ぐ

香
り
を
私
た
ち
に
届
け
て
く

れ
て
い
る
。
▼
金
木
犀
は
そ

の
芳
醇
な
香
り
か
ら
沈
丁
花

や
梔
子
と
並
ぶ
「
三
香
木
」

に
数
え
ら
れ
る
花
と
な
っ
て

い
る
。
中
国
原
産
で
、
香
り

が
強
く
遠
く
ま
で
届
く
こ
と

か
ら
古
く
か
ら
「
千
里
香
」

と
い
う
別
名
も
持
っ
て
い
る
。

▼
金
木
犀
の
精
油
に
は
抗
炎

症
効
果
、
抗
酸
化
作
用
、
痛

み
や
疲
れ
を
和
ら
げ
る
効
果

が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め

ス
キ
ン
ケ
ア
や
バ
ス
グ
ッ
ズ

に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
▼
金
木
犀
に
含
ま
れ

る
リ
ナ
ロ
ー
ル
と
い
う
成
分

は
、
緊
張
し
た
心
や
身
体
を

ほ
ぐ
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

る
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、
リ

ナ
ロ
ー
ル
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
成

分
に
は
安
眠
効
果
が
あ
る
。

冬
が
近
づ
き
、
気
温
が
下
が

り
つ
つ
あ
る
今
の
季
節
に
ぴ
っ

た
り
の
花
だ
。

(

元
明)

▲ 寄席のトリを飾った桂宮治さん

▲左から大山さん、牧さん、関屋さん


